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毛根を用いた牛ウイルス性下痢ウイルス抗原 ELISA 

検査法の検討
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要 約

牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）の持続感染（PI）牛検査において，スクリーニング効率向上を目的とした迅速
かつ簡便な手法の検討は重要な課題である．今回，簡便に採材可能な毛根材料を用いて BVDV抗原 ELISA検査を実施
し，毛根の本数や前処理条件が検査結果に与える影響を評価した．PI牛 3頭の毛根を用いた検討では，5本以上の毛根を
用いることで 3検体全てが，1本の毛根の場合は 3検体中 2検体が抗原 ELISA陽性となった．毛根の処理液への浸漬
時間の検討では，一晩（12時間以上）浸漬した際の数値と比較して，240分間の浸漬で 90％以上，10～120分間の浸
漬で約 60％の S-N値が得られることを確認した．これらの結果は，BVDV抗原 ELISAの材料として毛根を用いる際
のサンプル処理条件に関する基盤情報となると考えられる．
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